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本州四国連絡橋の補剛桁組立工事 

Construction of Stiffening Trusses of Honshu-Shikoku Bridges 
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要旨 : 

本州四国連絡橋(児島・坂出ルート)の下津井瀬戸大橋補剛桁の一部 78 m および北備讃瀬戸

大橋補剛桁の一部 168 m の地上組立，塗装および海上輸送を行った。1985 年 10 月から着

工し，前者は 1986 年 5 月に出荷を完了した。後者は 10～12 月にかけて出荷される。この

補剛桁は幅 30 m，高さ 13 m の断面で，総重量は 5600 t を超え，また，格点重量の最大は

320 t に達する。岸壁沿いの敷地に 2100 t に及ぶ極厚スラブを敷いて地盤強度を確保した。
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